
発 行： 土浦平和の会

事務局： 土浦市烏山2-530-296

HP：//heiwatutiura.web.fc2.com/

私たちの活動や意見を仲間
で共有します。
会費は県と日本平和委員会
の活動も支えます。

東海第２原発再稼働問題 問われる知事と県議会の姿勢

徳田氏 が堂々の意見陳述
86,703名の茨城県条例制定請求者を代表し

６月８日、茨城県議会本会議において、いば
らき原発県民投票の会共同代表の徳田太郎氏が
86,703名の茨城県条例制定請求者を代表して意
見陳述を行いました。
徳田氏は、準備期間から県知事宛提出にいた

る経過を詳しく述べ、「個人情報の保護が叫ば
れる中、署名活動は大きな困難を伴うものでし
た。それでも多くの方に趣旨をご理解いただ
き、全44市町村での署名収集を終えることがで
きました。」と振り返りました。
さらに「86,703という数字では表せない多く

の県民の思いを、この議場にしっかりと届ける
ことが私の役目と考えております。」と述べた
上で、提案された議案が「いかにして民意をは
かるのか」という、政策決定の過程を問う議案
となっていることについて、①県民投票と二元
的代表制との関係、②投票前の情報提供と冷静

な議論の実現、③県民投票の実現に要する費用
の３つの論点から説き明かしました。(会HPに全文

が掲載されています)

最後に、徳田氏は「受任者募集の段階、そし
て署名収集の段階で、署名用紙を挟んで、たく
さんの言葉が交わされました。再稼働に賛成・
容認という声もありました。慎重・反対という
声もありました。そしてもちろん、「これから
しっかりと考えたい」という声もたくさんあり

７／４土浦平和の会第2７回総会記念

講演 東海第2原発再稼働の危険性について
講師 岩井 孝氏

元日本原子力研究開発機構労働組合中央執行委員長
日本科学者会議原子力問題研究委員会委員長

７月４日午後、土浦平和の会は第27回総会を
開催します。総会に先立ち、日本科学者会議原
子力問題研究委員会委員長の岩井孝氏が記念講
演を行います。未だ収束の方向が見えない福島
第1原発事故と再稼働問題にゆれる東海第2原発
について、ご一緒に考えましょう。
参加費は無料です。会員以外の方の参加大歓

迎です。

７月４日(土)13:30～ ワークヒル土浦

第１部 記念講演：岩井 孝氏
第２部 土浦平和の会第2７回総会

参加費無料. 会員以外の方の参加大歓迎

○新型ウイルス感染拡大の影響により、開催が危ぶまれ
ていましたが。会場の使用制限が解除され、マスク着用
や３密回避などの配慮で開催できる運びとなりました。

講演レジメより
2011年3月11日に発生した東北地方太平洋

沖地震を引き金に、福島第１原発１号機～3
号機で炉心溶融という重大事故が発生し
た。その放射能被害は甚大であり、いまだ
に故郷に帰ることのできない方々が大勢い
る。事故を起こした原発の後始末は難題が
山積みで、今後30年以上を要する。一方
で、新規制基準に適合したとして、再稼働
した原発もある。
茨城県東海村にある東海第2原発は、新規

制基準に合格し、追加工事を実施して再稼
動する予定である。
本講演では、新規制基準の問題、東海第2

原発再稼動の危険性について解説する。

ました。しかし、「自分た
ちが意思表示をする機会と
しての県民投票の実施」と
いうその一点において賛同
するということで、多くの
人が署名簿に名前を連ねて
いったのです。」と強調し
ました。

いばらき原発県民
投票の会共同代表



【平和の会へのおさそいを。「平和新聞」購読も広げましょう】

■幅広い年代からの加入を勧めましょう。ご家族・ご近所・友人・知人などにお声かけを
■会費：月額500円、「平和新聞」(毎月5、15、25日発行)：月額520円(送料含)

第３４０号 「土浦平和の会ニュース」 2020年６月15日

疑惑尽きない安倍内閣
コロナ予算まで食い物に

未曾有の国難にあってもサッサと国会
を閉じ、軍備増強、辺野古埋め立ては
強行、検察人事は意のまま
国会で議論すればするほど疑惑が吹き出る安

倍内閣。国会閉会が最良の逃げ道とばかりに、

野党の会期延長要求を振り切るかまえです。

生きる道が絶たれ、一日も早い救済をもとめ

る声が高まっているとき、コロナ予算まで食い

物にする悪事が露見しています。アベノマスク

の発注先、持続化給付金の業務委託先、Go-To

キャンペーン事務委託先などなど、やることな

すこと全てが疑惑だらけ。「マスクは届いたが

生きる糧が届かない」、「補償と給付に税金ま

わせ！」、「国会が自粛するな！」とSNSが炎

上しています。

国民が自粛、感染への警戒に苦心している最

東京都知事選に立候補を表明した元日
本弁護士連合会会長の宇都宮健児さん
(73)への推薦、支援の輪が急速に広がっ
ています。
一貫して貧困と格差、社会悪とたた

かってきた宇都宮さんこそ、コロナ危機

東京都知事選（6/18告示、7/5投票）

広がる宇都宮健児さん支援の輪
お知り合いの都民にお声かけをお願いします

コロナ禍で韓国軍
や米軍などで軍事予算
の縮減や先送りなどが
報じられる中、日本政府
だけは米兵器の「爆買い」
に突き進んでいます。
「朝日新聞」6/7付は“日

米安保の現在地”として大き
く報じました。
その中で、近年はFMS(下記

参照)が急増し、安倍政権発
足前の11年度に比べると、昨
年度は16倍超の約7013億円に
膨れあがった、としていま
す。

中、防衛省は沖縄辺野古の

工事再開を強行しました。

6月7日投票の県議選で、新

基地建設反対のオール沖縄

候補が過半数を占め、民意

に揺るぎがないことが示さ

れ、しかも国民がコロナ禍

で苦しむ中での暴挙に怒り

が広がっています。
米軍キャンプ・シュワブゲート前で座り込み
を行う抗議活動参加者（しんぶん赤旗6/13

で苦しんでいる都民を守る最良の候補で
す。政党では立憲民主党、日本共産党、
社民党、新社会党、緑の党が、そして市
民連合(安保法制の廃止と立憲主義の回
復を求める市民連合)も支援声明を発表
しました。
お知り合いに宇都宮支援の声かけを！


